
小型動噴
摂理tJl＂の7~也事

ポンプティー 型式： EP-1OODM-20 

取扱説明書
このだびは、本製品をお買い求めいだだ、き、まこと｜こありがとうござい
ます。この取扱説明書｜こは、安全に使用していだだ、くだめの要点を記し
てありますので＼ご使用前｜こ必ずよくお読み｜こなり、正しくご使用くだ
さい。お読み！こなっ定後は、いつでも読める場所に保管してください。
ま芝、本書を汚損しだり紛失しだ場合は、お買い求めの販売店！こご注文
いだだき、大切に保管してくだ、さい。
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本書！乙記載涜＆の表示のある注意事項や、機械に貼5れたど色の表示のあるラベルは、

人身事故等の危険が考え5れる重要な項目です。よくお読みになり、~＼ずお守りください。
ま疋、＆の表示のあるラベルが汚損し走り、はがれだ場合は、お買い求めの販売店にご注

文い疋だき、必ず所定の位置にお貼りください。

本書に記載しだ必の表示のある注意事項や、機械に貼られた企の表示のあるラベルでは、

特に重要と考えられる取り扱い上の注意事項について、次のように3段階に分けて表示し

ています口

＆危険ーその警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになります。

ど色警告…その警告文に従わなかった場合、死亡まだは重傷を負う危険性があります。

＆注意・・その警告文に従わなかった場合、けがを負う恐れがあります。

なお、製品の故障や損傷につながる使い方に関する注意事項については、本書に筆宣の

表示を用いています。
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【く安全のために必ずお守りください〉】

【 女作業前 】
／ 

・火災の恐れがありますので、燃料補給時は次の項目を必ず守ってください。 ＼ 

・燃料｜誌、エンジンを止めだ状態で補給してください。
－燃料補給時は、火気に充分注意してください。

／ト ｜・高温部に燃料がかか悶いように補給してください。
乙...L)I ・燃料タンクの給油口一杯まで燃料を入れないでください。

＼ 

／ 

~ I ・燃料がこぼれ疋5、きれいにふき取ってください。
J巴 ｜・燃料補給後、餓料キャップ回確実に閉めてください。
食 ｜・使用時峨料がこぼれたり、本機が転倒する恐れがありますので、本機は凸凹

lのない平5な場所に設置してください。
－燃料、薬液を充填後、定置使用する場合や、自動車などで運搬する場合は、燃料、
薬液がちれる可能性わでありますので、必ず本機が倒れ走り、傾かないようlこ固
定してください。

・次に該当する方は、この製品在使用しないでください。
＼ 

・酒気をおびた者
・過労、病気、薬物（農薬を含む）の影響その他の理由により、正常な防除作

ど色
業ができない者

－妊娠中の者
・満15歳未満の書

＼ 

－負傷中の者、生理中の女l性等農薬による影響を受けやすい者
注 卜作業前に燃料ちれがないこと、接続部のパッキンに脱落がないこと、各ネジ部

にゆるみがないこと、ホーヌに亀裂、摩耗、破損のないこと等、各部！こ異常が
ないことを確認してください。意

－眼水ホース、余Jjくホースは、エンジン高温部（マフラ等）に触れないで、無理
怠曲げ、よじれ、折れ、弓｜つ張りがなく、薬液タンクから飛び出さないよう薬
液タンクに固定してください。

－安全性を損なう恐れがありますので、改造しないでください。
－この製品を他人に貸与、または譲渡する場合は、必ず取扱説明書を添付し、よ
く読んでから使用するように指導してください。

= ＊農薬・薬液の取り扱い】
ノ

・防除、除草用の農園芸用薬品の散布、散水用途以外出、使用し怠いでくださいご
・調合が適切でない薬液は、作物を傷めるだけでなく、人体にち有害！こ怠る恐れ

／臥 ｜があります。薬液の謁舎の際Id:、農薬の使用上の注意をよく読み、正しく希釈
し...LJI してから使用してください。

＼ 

ι ｜・農薬は、 J必ず専用の保管箱に鍵をかけて保管し、絶対に食品や食器と一緒に保
J巴 ｜管しないでください。
食 ｜・誤使用、誤飲の危険がありますので、農薬は絶対に別の容器に移し替えないで

l ください。
・農薬の空容器は、散布液調合時に必ずよく洗い、薬品メー力の指示に従ってそ
の都度正しく処分してください。空容器を洗つ疋氷lcl:、薬害のない方法で処分
してください。
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【 女作業中 】

ど色

ど色
；主

意

＼ 

・農薬の吸入や付着による事故を防ぐため、帽手、保護眼鏡、保護マスク、ゴP
手袋、長袖の保護衣、長ズボン、ゴム長靴を着用し、皮膚が露出ぜず、危険のな
い服装で作業を行ってください。

・運転中および、停止直後のエンジン（マフラ等）は、高温に怠っています。や
けどをする恐れがありますので、不用意に触れないでください。

－ハウス内での使用は、人体に悪影響を及ぼす恐れがありますので、よく換気を
してください。

ノ

・薬液が水道、河川、池、沼などを汚染しおいように、託、人体や散布対象牙
以外のちのにかか5ないよう、風や周囲の状況に充分違憲して作業を行ってく
ださい。

・作業中、作業後にめまいや頭痛を生じ走り、気分が少しでt悪くなっ疋ときは、
直ちに医師の診察を受けてください。

・作業中に噴口部の清掃、またId:受換する時は、顔面などに薬液がかかる恐れが
ありますので、吐出ホース先のポールコック、及び蹟口を閉じ、必ず調圧弁ダ
イヤルを『始動： 0』の位置に合わぜ、エンジンを停止してから行ってくださ
し1。

・ホース類は、エンジン高温部（マフラ等）に触れないで、無理な曲げ、よじれ、
折れ、ヨiっ張りがないよう注意して作業を行ってください。

・ホースの温度は、 40℃以下で使用してください。 40℃以上に怠りますと、耐圧
性能が低下します。

ノ

【女作業後と保管】

ど色
注

意

・前回使用した護液が、薬液タンク、ホース、。貫口等の内部に残っていると、薬
害を起こす危険性があります。残っている薬液を充分に洗い流してください。

・ 余った薬液、機械の洗浄水、及び空容器を洗った水は、）~Jl l、水源池、池、沼、
下水等に流入して被害を及ぼさないよう、薬害のない方法で処分してください。

・工ンジンを止めて色、ポンプ～ホーヌに圧力が残っていることがあります。こ
の状態で接続部を取り外すと、薬液が噴き出す恐れがありますので、接続部在
外す前に周囲の状況を確認し、吐出ホース先のポールコック、及び噴口を開い
て、 71¥ンブ～ホース内の圧力を抜いてください。

・作業後は、手足はちちろん、 全身を石鹸でよく洗うととちに、自の水洗いとう
がいをしてください。また、作業期間中は、衣服を毎日取り替えてください。

・使用後は、充分洗浄し、屋内の直射日光が当た5ず、風通しの良い、手供の手
の届かない場所に保管してください。

書室D1・ホーヌ内の残液を空にして保管してください。そのままにして置きますと、
ホーヌの寿命を短くする原因になります。

②
 



【く仕 様〉】
型 式 EP-1 OODM-20 

本機寸法（H×W×し） H390×W340×し505mm

質 霊 9.6kg 

ポ 野5 式 対向2連フフンジヤ瓦

ン 71°(ンプ眼水量 7.0 £/min ( 17 40rpm圧力： Oル1Pa時）
プ 最高 圧 力 2.5MPa 

燃料タンク容量 0.65£ 

工 使用燃料 混合ガソリン
（混合比25:1 JASO FC級）

。混合比50:1 JASO FD級）

ン
工ンジン型式 ASABA 026C 空冷2サイクル

工ンジン排気嚢 25.6cc 

キャブレタ ダイヤフフム式口ータリパルプ
ヅ 最高出力 0.7 4kW ( 1.0PS) /7500rpm 

点火方式 フフイ71¥イールマグネット
ン スパークプラグ チャンピオン CJ6Y 

始動万式 アシスト式リコイルスタータ

※上記の性能値let清水にて運転しだ当社テスト値であり、保証｛直で｜まありまぜん。
使用環境によりその値は変化します。

※改良のため予告なく仕糠を変更することがあります。
※潤滑油混合ガソリンには必ず'FC等級（JASO）以上をご使用ください。

：く ポンプ及び噴口性能表 〉】
Q／分

8 
ポンプ吐出量線図 （ポンプ回転数l740rpm時）

7 

6 

5 

4 

3 

（直）
2fスーパージ工ツト 1型一一

500mm噴板穴径1.2 （開）

。
0.5 

.1. •. L 吸水量

1.0 1.5 2.0 

－③ー
2.5 
MP a 



【く梱包部品 一覧〉〕
最初に、栂包部品が全部そろっているかどうか、輸送中の事故で破損

している部品がないかを確認してください。ちし、欠晶または磁損な

どありましだら、製品名、型式、製造番号と共にお買い求めの販売店

にお知らせください。

保証書は、お客様が保証修理を受けられる際に必要となるちのです。

お読みになった後は、大切に保管してください。

部 品 数量

巻取機ハンドル

ホースより戻し G 1/4 

ポールコック6 G 1/4 

余水ホース（2m) 

吸；Jくホース（2m) 

吐出ホース（6mm×20 m) 

接続ホース（0.24m) 

サクションフィルタ

スーパージ工ツト 1型500rrm（慣板穴径1. 2) 

ワイヤバンド

本体部一式

取扱説明書〈本書）

保証書（本書末尾）

注意） ・吐出ii¥ース20mと掻続ホース0.2命nlct、本機に組み付けてあります。
・ポールコック5G1／ム ホースより戻しG1/41ct、吐出ホースに組み
付けてあります。

医豆量卜余水、吸水、吐出ホースとスーパージェット 1型500mmは本機
専用部品です。他製晶で使用しだ場合、 ii¥ーヌの破裂、。貫口
の破損等が考え5れますので、他の製品には使用しないでく
ださい。

一＠一



〔く各部の名称とラベル貼付位置〉 〕

エンジンストップボタン

危険 ・警告ラベル

ヌーパージェット 1型
500mm 

接続ホース

スロットルレバー
阪水ホーヌ

製造番号表示ラベル
燃料タンク

燃料キャップ
注意ラベル

サクションフィルタ

往診
余水ホース

＆ 注 意 ｜ ・ ご使用の枇必ず取扱説明書
一一一一一一ー」 をよくお続みください．
·•燭主主用以外の薬品は使用できません．
. c聖護の説明書をよくお隣みになり正しい希釈
倍率で使用してください．

・作業中は、人体や散布対象物以外のものにか
からないよう鼠や周聞の状況に充分注窓して
ください．

・作業中、身体に少しでも異常があった場合は
直ちに作業を中止し医師の診鎖を受けてくだ
さい． 「百石市つ

火 気 厳 禁
＆ 警 告｜・臓の吸引や慨による事散を
~ー防ぐため、絹子、輔自民鏡、保

マス夕、ゴム手袋、長袖の係官直衣、長ズボ
ン、ゴム長靴を務局し皮膚が露出せず危険の
ない股畿で作業を行ってください．

・ハウス内では必ず換気を行いながら作業して
ください．

ぺ＼危険 ・警告ラベル ／ト 注意ラベル
乙iム品番： 692002180 ιょム品番： 692002190

－〈もの表示のラベルが汚損したり、はかれた場合Id:、お買い求めの販売店
にラベル名と品番を注文し、新しいラベルに貼り替えてください。

・新しいラベルを貼るときは、活れをふき取り、乾い疋面にして、ちとの
位置に貼ってください。

⑤
 



〔く運転を2台めるまえiこ〉 】
①部品の取り付け

1 ）巷取機に内側を向けて組み付けてある巻取機ハンドルを一旦外し、外側を向けて
組み付けます。

巻取機

2）下図のように、阪水ホース、余7Jくホーヌを正しく確実に取り付けてください。
（接続ホースは、既に組み付けてあります。）

ワイヤバンド

吐出ホース／接続ホース

余水ホース

暇7Jくホース

｜重要川・吸水ホーヌは、確実に取り付けないと眼水しません。
一一一 －．暇水ホースには、必ずサクションフィルタを取り付けてください。

サクションフィルタを取り付けない場合、71¥ンブが政障する原因になります。

区三重｜ ・余水ホースは、ワイヤバンドで確実に取り付けないと、薬液が噴き出します。 ｜

ー⑥一



3）吐出ホースをホースガイドの下か5通します。

4）吐出ホースには、 71¥ーヌより戻し、 71¥ールコ
ックが組み付けてありますので、踊口だけを
取り付けてください。

5）本機には標準噴口として、スーパージェット
1型500川 n（噴板穴径1. 2）が付属していま
す。他の積口を使用する場合、。貫口によって
は性能を保証できないちのちありますので、
《ポンプ及び噴口性能表》を参照して、
スーパージェット 1型500附 n（噴板穴径1. 2) 
と同等の噴口を選択してください。

6）スーパージェット 1型500mmの調整let、閉～噴霧～直射が、手元握りにより
連続調節できます。左回転＝閉～臨霧～直射

~ E@iii"<:Cllll状態へ

スーパージェット 1型500川 n

直言LJI・ホースガイドに無理な力を加えないでください。変形の原因となります。

医週卜突然の膿霧防止のため作業終3時let、必ず吐出ホーヌ先のポールコックを閉
じてください。

・作業前に燃料ちれがないこと、接続部のパッキンに脱落がないこと、各ネジ
部にゆるみがないこと、 71¥ースに亀裂、摩耗、破損のないこと等、各部に異
常がないことを確認してください。

• O&水ホース、余水ホースは、エンジン高温部（マフラ等）に触れないで、
無理店曲げ、よじれ、折れ、引っ張りがなく、薬液タンクから飛び出さない
よう、薬液タンクに固定してください。

②ボールコ ックの取り扱い
レバーの向きにより、 開閉を行います。

閉

一⑦ー



③巻取機ストッパの取り扱い

巻取機ストッパを使用すると、運搬時の振動等による巻取機に巻いてある
ホースの緩みを防ぐ事ができます。

軍雪

軍雪｜・巻取機ストツパがロックの状態で巻取機を固さないでください。

④薬液の調合、充填

・防除、除草用の農園芸用薬品の散布、散水用途以外には使用しないでください0

・調合が適切でない薬液は、作物を傷めるだけでなく、人体にち有害になる恐
れがあります。薬液の調合の際は、農薬の使用上の注意をよく読み、正しく
希釈してから使用してください。

－薬液を入れる前に必ず工ンジンを停止させ、吐出ホース先のボールコック、
及び、噴口は閉じた状態にしてか5薬液を入れてください。

・土壌消毒剤、土壌爆蒸剤は、故障の原因になりますので、使用しないでくだ
さい。

⑤燃料の充填

匿雪｜・燃料は、必ず潤滑油混合ガソリンを使用してください。
－混合比は、自動車用無鉛ガソリン25に対して、 2サイクル工ンジ、ン専用オイ

ル1の割合で混合してください。エンジンの性能を充分に引き出すだめ、使
い初めの20時間前後は、オイルを多めに入れて（ガソリン：オイル＝20: 1) 

慣らし運転を行ってください。
－燃料の混合は、本体の燃料タンクで行わず、必ず別容器を用いてください。

医亙函｜・火災の恐れがありますので、燃料補給時は次の項目を必ず守ってください。
－燃料は、工ンジ、ンを止めた状態で補給してください。
－燃料補給時は、火気に充分注意してください。
－高温部に燃料がかからないように補給してください。
－燃料タンクの給油口一杯まで燃料を入れないでください0

・燃料がこぼれたら、きれいにふき取ってください。
－燃料補給後、燃料キャッブは確実に閉めてください。

－燃料を充填後、定置使用する場合や、自動車などで運搬する場合は、燃料が
ちれる可能性がありますので、必ず本機が1~Uれ走り、傾かないように固定し
てください。

⑧
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【く運 転〉）

くスロットルレバー〉

高丞凶転

〉刊、、、し
νクヨチく

低速回転

・防除作業以外の時は、液漏れや、突然の噴霧防止の疋め、ポールコックは必
ず閉じた状態にしてください。始動前には必ず確言してください。

①始動（エンジンが冷えている場合）
1 ）調圧弁ダイヤルを『始動：（）』の位置に合わせます。
2）スロットルレバーを、低速回転側（アイドル回転側）に合わせます。
3）チヨークレバーを『閉』の位置に合わせます。
4）キャブレタのブライミングポンプを、指で4～5回押して、キャブレタに燃料を

充分に送り込みます。
5）エンジンを手で押さえ、リコイルスタータを 2～3度軽＜引っ張り、混合気をシ

リン夕、に吸い込ませます。改めてリコイルスタータを引っ張ると、エンジンは始
動します。
※）蓄力式リコイルの為、勢いよく引っ張るl必要はありません。

6）エンジンが始動した5、低速回転のまま 1～2分間暖気運転を行ってください。
暖気運転が終3し、スロットルレバーを低速回転側から高速回転側へ操作すると、
チヨークレバーは自動的に『全開』になります。

②再始動（エンジンが暖まっている場合）
1 ）運転停止直後に再始動するときは、チヨークレバーを『全開』にして始動します。

始動しない場合は、エンジンが冷えている場合の始動法を始めから行ってください。

｜重要｜｜・リコイルスタータのロープは、一杯に引ききらないでください。
一一一 一引いたロープを子離さないで、静力＼にちとに戻してください。

③初期吸水作業
作業開始前や薬液補充時には、ポンプ吸水作業が必要です。

1 ）必ず調圧弁ダイヤルを「始動：（〕」の状態にします。
2）スロットルレバーを高回転側に操作し、余水ホースから薬液が出るまで71てンブを

運転します。

｜重要｜｜・ 30秒経って壱余水ホースから薬液が出ない（ポンプが吸水しない）場合は、
ー一一目 直ぐにエンジンを停止し、 P.13の【故障と対策】を参照してください。

④散布作業
1 ）調圧弁ダイヤルは『始動： 0』、『除草： 1』、『低圧： 2』、『高圧： 3』の位置で

『カチッ』と止まります。次の図表を参照し、作業条件に合わせて設定してください。
2）エンジン回転が安定する位置にスロットルレバーを調整してください。
3）ポールコック及び、。貫口を開いて散布作業に入ります。
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始動： O
圧力 OM Pa 

エンジン始動、ま疋は吸入開始時

除草： 1
圧力約1.0MPa

除草剤等の低圧噴霧時

低圧： 2
圧 力約2.0MPa

通常噴霧時

高圧： 3
圧 力約2.5MPa

特に高圧を必要とする時

＊『高圧 3』（；：）：、定選運転で100m程度のホーヌを使用するとき等にご使用ください。
この時のホースによる庄力演失let、内径φ8.5ホースを使用しだ場合0.5MPa前後です。

＊上記圧力｜芸、レバーコックを閉じた状態での圧力です。瞭霧時の圧力let、使用する鍛口の吐出震によっ
て変化しますので、 iteンブ性能表を参照してください。

直雪 ｜・遠Jt,＼クラッチを使用しています。クラッチが滑るような低速回転での使用は
避けてください。（クラッチが滑ると、薬液の吐出が不安定になります。）

・作業中に噴霧を一時停止させる時は、噴口を閉じ、スロットルレバーを低速
回転側に戻してi1てンプを停止してください。燃料の節約、エンジン、ポンプ
の耐久性向上に役立ちます。

医董雪ト 農薬の吸入や付着による事故を防ぐため、帽手、保護眼鏡、保護マスク、ゴ
ム手袋、長祖の保護衣、長ズボン、ゴム長靴を着用し、皮膚が露出せず、危
険のない服装で作業を行ってください。

・運転中および、停止直後のエンジン（マフラ等）は、高温になっています。
やけどをする恐れがありますので、不用意に触れないでください。

－ハウヌ内での使用は、人体に悪影響を及ぼす恐れがありますので、よく換気
をしてくだ、さい。

区豆副 ・作業中に噴口部在清掃または、受換する場合は、顔面などに薬液がかかる恐
れがありますので、吐出ホース先のポールコック及び踊口を閉じ、必ず調圧
弁ダイヤルを『始動： 0』の位置に合わせて、工ンジンを停止してから行っ
てください。

・薬液が水道、淘川、池、沼怠どを渇染しないように、ま走、人体育b数布対象物以外
のちのにかか5ないよう、風や周囲のめ究に充分注意して作業を行ってください。

・作業中、作業後にめまいや頭痛を生じ走り、気分が少しでち悪くなったとき
は、直ちに医師の診察を受けてください。

・ホース類は、エンジン高温部（マフラ等）に触れないで、無理な曲げ、よじ
れ、折れ、弓｜つ張りがないよう注意して作業を行ってください。

• 71¥ースの温度は、40℃以下で使用してください。 40℃以上になりますと、耐
圧性能が低下します。
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． 
⑤停止

1 ）ボールコック及び、 1貫口を閉じます。
2）スロットルレバーを低速回転側に戻しますD

3）調圧弁ダイヤルを『始動： 0』の位置に合わせます。
4）エンジンストップボタンを押して、エンジンを止めます。

軍~I ・使用中に薬液が無くなつだときは、速やかにスロットルレバーを低速回転側
に戻し、エンジンストップボタンを押してエンジンを停止してください。

－ポンプの空運転は故障の原因になります。作業中、整備点検中を問わずに、
30秒以上は行わないでください。

⑥使用後のお手入れと保管
1 ）薬液タンクに清水を入れ、エンジンを運転して噴口より吐出させ、ポンプ、ホ－

ス、及び、蹟口内部を洗浄します。清水が吐出しなくなっ走ら、速やかにエンジ
ンを停止させてください。

－前回使用し疋薬液が、薬液タンク、ホース、噴口等の内部に残っていると薬
害を起こす危険性があります。残っている薬液を充分に洗い流してください0

・ホース内の残液を空にし、巻取機に巻いて保管してください。そのままにし
て置きますと、ホースの寿命を短くする原因になります。

－余った薬j夜、機械の洗浄水、及び空容器を洗った水は、沼川、水源池、池、
沼、下水等に流入して被害を及ぼさないよう、薬害のない万法で処分してく
ださい。

－エンジンを止めてち71マンブ～ホースに圧力が残っていることがあります。こ
の状態で接続部を取り外すと、薬液が噴き出す恐れがありますので、接続部
を外す前に周囲の状況を確認し、吐出ホース先のボールコック、及び噴口を
開いてポンプ～ホース内の圧力を抜いてください。

－使用後は充分洗浄し、屋内の直射日光が当だらず、風通しの良い、子供の子
の届かない場所に保管してください。

【く整備と長期保管〉〕
＊日常的なお手入れは、《運転》の⑤使用後のお手入れと保管をご覧ください。
整備に関してのご不明な点は、お買い求めの販売店にご相談ください。

①エアタリーナ
工アクリーナ内のスポンジ、が汚れていると、
吸気が不安定となり、エンジンの性能が充分
に発揮されません。時々、工アクリーナを
外し、スポンジ、をガソリンまたは、洗油で
洗浄し、固く絞ってから取り付けてください。

スポンジ

⑪
 



②スパークプラグ
50時間の運転を目安lこ、スパークプラゲの
点検清掃を行ってください。ワイヤブラシ
等でカーボン堆積物を除去し、電極間隔を
0.6～0.7rnrnlこ調整します。著しい汚れ、欠
損がある場合lユスパークプラグを新品に
~換してください。指定スパークプラゲは、
チャンピオンCJ6Yちしくは相当晶です。

ガスケッ ト

電極間隔
0.6～0.7rnm 

③配管

区画 ・タンク、ホース、接続部分に、ヒピ、割れ、漏れがないか確認します。異常
がある場合Id:、速やかに~換してください。

④ポンプ内部のシール類
2.ffの使用を目安に、~ンプ内部のシール類の受換をお勧めいたします。シール類の
~換については、お買い求めの販売店にご相談ください。
（繍修パーツとして、ポンプパッキンセットが用意されています。）

⑤長期保管
長期間（60日以上）！こ渡って本機を使用しないときは、次の事項を実施してください。

直言B卜薬液タンクに清水を入れ、エンジンを運転して、ポンプ開ーヌを洗浄して
ください。

・冬期間の漂結防止のため、余水ホースと接続ホースをポンプか5外して、エ
ンジンを運転し、完全に氷扱きを行ってください。この時、必要以上（30秒
以上）にポンプの空運転を行わないようにしてください。保管時ほ、上記の
ホース、破水口プラグほ、外しておいてください。

・燃料タンクの残留燃料を完全に抜き取ります。燃料タンクを空にしだ後、プ
ライミンゲポンプを数回押して、キャブレタ内の燃料ち扱いてください。

・スパークプラゲを外し、スパークプラグ孔から4～5滴のエンジンオイルを
シリンダに流し込みます。スパークプラグを付け、リコイルスタータを2～
3度引いて、オイルをシリンダ内に行き渡らぜます。

・プラヌチック部品は、直射日光に長期間さらされると、著しく強度が低下し
ます。ま足、注意表示ラベルち変色し疋り、はげやすくなったりしますので、
保管には充分注意してください。

医豆量｜ ・本体、エンジン、ポンプの外部を洗浄し、充分に乾燥させてからカパ一等を
掛け、屋内の直射日光が当だらず、風通しの良い、予供の手の居かない場所
に保管してください。
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【く故障 と対策〉 ）

①ポンプ

現 S長 原 因 対 策

タンクに薬液がない 薬液を締給する

吸水しない
吸入弁、吐出弁にゴミが舘まっている ※ 

ポンプ内部のシール類が摩耗または、損傷 ※ 

サクションフィルタのおまり サクションフィルタを外し、洗浄する

ポンプの回転数が低い エンジンの回転数を上げる
圧力があがら 遠心クラッチのスリップ ※ 
ない

調圧弁の詰まり、 Eまたは、摩耗、傷 ※ 
まだlet、安定

し怠い 阪入弁、吐出弁にゴミがおまっている ※ 

ポンプ内部のシール類わ帯夜または、損傷 ※ 

圧力がよからない 前述参照
阻霧状態が悪

隠板穴の摩耗 。費板｛£新昂に交換する
¥, ¥ 

日貨口が不適切 ポンプ性能に合った償口を使用する

液漏れ ポンプ内部のシール類が暦耗または、店員傷 ※ 

ポンプ内部のシール類に関しては、補修パーツ（ポンプパッキンセット）が用愈されています。

お買い求めの販売店にご相談ください。

②エンジン始動不能、または、始動困難

現 象 原 因 対 策

キャブレタま
燃料タンクに燃料かない 燃料を給油する

プライミングしていない ブライミンクポンプを4～5白押す
でガソリンが

燃料チューブの詰まり 燃料チューブの清婦、簡がりを矯正する
来ていない

燃料タンクキャッブの通気穴の詰まり 燃料タンクキャッブを清掃する

スパークプラグの不良 スパークプラグを新品と~換する

スパークブフグが渇れている スパークブフグをワイヤブフシ等で

スパークブラ 清掃する

グに火花が飛 スパークプラグの電極間隔が不適 スパークプラグの垣根E間隔を0.6～0.7

ぱない
nmlこ調量産する

スパークプラグキャッブ不良、または、 ※ 

スパークプラグコード断線

点火装置不良 ※ 

悠発の兆候が チヨークの開きすぎ チヨークを閉じて始動する

taい キャブレタの詰まり．または盤不良 ※ 

スパークプラグ チョークの閉じ過ぎ スパークプラグを箆燥さt才、チヨー

わ切断1ている ク全闘で再始動する

キャブレタのオーバフロー ※ 

その他 マフフの詰まり ※ 

燃料、オイルの不適切 規定の燃料、オイルを使用する
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③エンジンの回転不調、または、出力不足

現 象． 原 因 対 策

燃料不適切 規定の燃料を使用する

冷却不足 冷却風通路、シリンダフィンを清掃

する

工ンジンが異 スパークプラグ不良 j湾婦、電極間隔の調整、~換をする
常に加熱する 正規の熱価のスパークプラグを使用

する

燃焼室にカーボンが雄穣している ※ 

スパークブラ スパークプラグ不良 清婦、電極間隔調盗、交換をする

ゲに飛ぶ火花 正規の熱価のスパークプラグを使用

か弱い する

吸、排気系の
エアクリーナが活れている エアクリーナを清掃する

キャブレタの詰まり、調整不良 ※ 
不具合

マフラの詰まり ※ 

④エンジン運転中停止する

現 象 原 因 立d 策

運転中、急停 ピストンの焼き付き ※ 

止する スパークプラグの短絡 スパークプラグを清掃、電纏筒隔の

調重量をする

エが次ン第ジン回転停が 燃料切れ、または、不足 燃料を給油する

り、 やがに下て キャプレタの詰まり、調整不良 ※ 

止する 燃料内異物混入 新しい燃料と受換する

エンジン回転 燃料切れ、または不足 燃料を給油する

が急激に上が

り停止する

⑤エンジン停止が困難

現 象 原 因 対 策

エンジンスト
エンジンストップボタンのアース不良 配線の点検、受換をする

ップボタンを
スパクプフゲ先錦部の赤熱 スパークプフグの湾婦、電極間隔の

押してち工ン
調整、~換をする

ジンが停止し
正規の熱価のスパークプラグを使用

ない
する

ディーゼソング ※ 

※印の不具合対策に関しては、お買い求めの販売店にご相談ください。
その他、不明な点は、販売店にご相談ください。
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